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山田貢氏
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地域デザイン

そんな思いの学生たちが集まる

授業「地域デザイン」は
アイデアを出す・地域への関わりを考える

デザインをつくる・しっかり売る…授業を通じて

「地域への貢献」に向き合います。

今回は「和光大学の学び」を通じ
どのように地域と関わってきたのか、

グラフィックデザインを専門とする木村史紅先生と
岡上ヌーボー生産者の山田貢氏に

お話を伺います。

地域活性に関わりたい。

※予約・申込不要 そんな中で今年も、
岡上ヌーボーができました。

魅せる

授業 で

質力

★木村先生からの提案

ご連絡をありがとうございます。ポスター
拝見しました。
一部、ご調整いただければと思う点をお伝
えします。主に右上の授業紹介のパートで
す。

●１行目
「なにかをつくりたい」→「地域活性に関わ
りたい」など。
→ここは下記の意図になれば具体的な文言は
お任せします。
●４行目
「〜地域の人の協力を得る」→「〜地域への
関わりを考える」など。
→授業主旨は「協力を得る」の逆で、我々が
「お手伝いさせていただく」ことで貢献し、
考えてゆく、というものになります。
●下から２行目
「岡上ヌーボー火付け役の」→「岡上ヌー
ボー生産者の」
「火付け役」は活性させた人のニュアンス
がありますが、山田さんは活性どころかご
自身が作り出した当事者なので、より適切
な文言にできればと思います。

地域デザインの授業は、農業の６次産業化
のお手伝いを体験しながら、地域の活性に
貢献し考えてゆく、という授業です。その
ため「つくる」はそのごく一部となります。
このイベントを聴講される方が、地域の方
および在学生、あるいは受験検討者などと
想定したときに、アウトプットであるワイ
ンに気持ちが行きがちですが、このパート
がいま現在は「授業の紹介」の文面になっ
ているため誤解のないようにしたく、ご検
討ください。

なお上記の調整で冒頭の「なにかをつくり
たい」が変更されると、中盤の”「つくる」
に向き合う授業”のパートも変化するように
思いますが、そこはお任せします。
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